
地下調節池
（けやき通り）
24,000㎥

P

地下調節池
（大隈公園）
10,000㎥

JR久留米駅

◆「令和8年6月24日からの大雨」において、久留米市では特に令和8年6月25日夕方頃から大雨となり、一級河川筑後川水系
金丸川・池町川流域において、 1時間最大雨量45.0mm 、24時間最大雨量235.5mm、総雨量434mmを記録。（気象庁久留米観測所）
◆金丸川・池町川では「浸水対策重点地域緊急事業」「防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策」などで地下調節池、
地下放水路、排水機場等を整備し、令和8年6月からすべての施設の運用を開始したところ。
◆これら施設の整備効果により、浸水被害防止に貢献。（池町川第二放水路流入地点において約75cmの水位低下を確認）

※：本資料の数値は今後の調査結果等で変わる可能性があります。

治水施設整備による効果（筑後川水系金丸川・池町川） 令和８年８月

浸水家屋なし

H30浸水⼾数 981⼾
（床上369⼾、床下612⼾）

浸水面積：88.9ha

浸水被害の軽減効果

H30.7 R08.6わずか10分で、
河川水位が約75cm低下
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第二放水路流入地点での効果

排水機場
(6m3/s)

今回：2,100㎥貯留

今回：10,000㎥貯留

：浸水重点事業で整備した治水施設

：H30.7洪水での浸水範囲（福岡県調べ）

令和8年6月24日からの大雨 ちくごがわ かなまるがわ いけまちがわ

気象庁
久留米観測所◎

※福岡県調べ

第二放水路流入地点

福岡県

平成30年7月降雨との比較

434



令和８年度の事例（筑後川水系陣屋川）
◆令和８年７月２日、大雨の影響により筑後川の水位が上昇
◆久留米市北野町の「コスモス街道」付近を流れる陣屋川では、内水氾濫（浸水）のリスクが増大
◆住民の安全を守るため、久留米県土整備事務所では排水ポンプ車２台を緊急出動
◆陣屋川の水を筑後川へ強制的に排出し、浸水被害の発生を未然に防止

排水ポンプ車の出動

Google mapより

陣屋川

筑後川

排水活動箇所
久留米市北野町

○排水ポンプ車の基本性能

・車両規格：８ｔ車

・排水能力：３０m3／分

※一般的な25ｍプールの水を

約10分で排水可能

県の排水ポンプ車配備状況 令和８年度排水ポンプ車稼働状況（令和８年８月７日時点）

＜排水ポンプ車を出動＞

県の排水ポンプ車配備状況

県内に１２台配備
 

出動場所 台数 備 考 

陣屋
じ ん や

川 

（久留米市） 

1 
６月２５日   ５：３５ 稼働開始 

６月２６日１６：００ 稼働終了 

２ 
７月   ２日   ６：５０ 稼働開始 

７月   ２日１４：２０ 稼働終了 

２ 
７月   ５日１９：００ 稼働開始 

７月   ５日２１：１５ 稼働終了 

橋本排水機場 

（柳川市） 
１ 

６月２４日１５：５０ 稼働開始 

  ６月２８日１２：００ 稼働終了 

大倉谷川 

（八女市） 
１ 

６月２５日１０：４０ 稼働開始 

６月２６日   １：００ 稼働終了 


